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設 置 条 例

施 設 概 要

用途：貸し研究室
構造：鉄骨造，地上３階建
延床面積：１０９４．５１㎡
室数：共同利用研究室１１室，研究・実験室４室，分析測定室２室
　　　１１．２㎡～１２３．３㎡

平成25年度　公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

無

新潟市バイオリサーチセンター条例

新潟市バイオリサーチセンター

ＮＢＲＰ共同企業体 平成22年4月1日 平成27年3月31日

秋葉区東島３１６－２

経済部産業政策課

施 設 設 置 目 的

　食品，医療，環境等の分野でのバイオテクノロジーを活用した研究開発における産学官の連携を推進し，総
合的なバイオ研究拠点を形成するとともに，新規産業の創出，産業技術の高度化並びに地域産業の振興及び発
展に寄与することを目的として設置する。

（１）公平な運営，利用者の平等な利用確保
バイオリサーチセンターが公の施設であることを常に念頭において公平な運営を行うものとし，利用者の平等
な利用の確保に努める。
【重点課題】
・利用許可の可否について，バイオリサーチセンターの設置目的に照らした適正な判断
・利用者ごとにあらかじめ定めた納付期日による，使用料の適正な徴収
・使用料の減免についての適正な許可
（２）適切な施設及び設備の維持管理
利用者が利用しやすいよう，施設設備を安全で良好な状態に保つとともに，維持管理費の削減に努める。
【重点課題】
・建物躯体及び設備機器の保守管理と安全確認
・清掃，警備，衛生管理の適切な実施
・利用者や周辺住民からの苦情への適切な対応
（３）施設設置目的に即した施設サービス提供
常に利用者からの要望に耳を傾けるとともに，指定管理者独自の知識・技術を活かし，設置目的に即した適切
な施設サービスの提供と利用者確保に努める
【重点課題】
・利用者に対する適切な接遇とサービス提供
・災害時の対応体制の整備と利用者の安全確保
・利用者からの苦情への適切な対応
・指定管理者独自の知識・技術を活かした利用者へのサービス提供

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 ， 方 針 等
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市への報告・協議
等も含め，迅速，

実績

８０％（４／５）

施設に対する苦情
に即日対応した。

入居率 ８８％（１５/１７室）以上
２５年度末：１００％
（１７／１７室）
年度平均：９９．０％

施設の適切な保守管理
建物及び設備機器等につ
いて適切な保守管理

安全確保対策
安全確保マニュアルの作成
と防災訓練年１回実施

実際の火災発生
を想定した効果的
な訓練を実施

８０％（４／５）

各種マニュアル作
成，消防訓練１回
（３月）実施

年間を通して目標
を上回った。

適切に実施

利用者アンケートで窓口対
応等の問いに対し「概ね適
切」以上が８０％以上

利用料の確保

産学連携コーディネート業務
等により施設の利用価値を高
めるとともに，利用者確保の努
力がなされていること

入居者の意向等の
把握に努めている。

適切に実施

適切に実施

管理運営経費の削減
管理経費の適正執行と経
費縮減努力がなされている
こと

経費縮減に向け
て努力し，実際に
削減した。

入居者増の中，光
熱費等，前年度並
み

定められた料金の適正徴
収と，減免対象者への適正
な減免

適切に実施

業 務

評価項目

各種サービス満足度

苦情・要望に対する対応

関係団体・地域との連絡調
整

利用料金の適正徴収

利用案内等の対応と接遇

市 民

財 務

評価指標 評価コメント

利用者アンケートで管理運営
全般についての問いに対し
「概ね満足」以上が８０％以上

苦情・要望には３営業日以
内に回答

関係団体・地域との適正な
連絡調整実施

関係団体，地域と
の関係は良好

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

人 材 Ｂ

等も含め，迅速，
的確に対応

施設の適切な保守管理
いて適切な保守管理

利用者アンケートの結果は良好であり，評価できる。また，年度末時点での入居率が１００％になり，光熱水費の増加が
見込まれる中で，節電や節水等経費縮減に向けた工夫・努力を行い，前年度並みの管理経費全般の削減を達成した点
は，評価できる。施設の保守管理では，建物及び設備機器等の状態把握に努め，不備等があった場合は迅速に市へ報
告し，十分な協議を行ったうえで，的確に対応した。安全確保対策としては，各種マニュアル等を整備，適宜更新するとと
もに，実際の火災発生を想定した効果的な消防訓練を実施した。入居率は前年度に引き続き満室を確保（２３年度末１０
０％　２４年度末１００％）しており，入居者の意向把握とともに利用者確保の努力が認められる。
本施設は，食品，医療，環境等の分野でのバイオテクノロジーを活用した研究開発における産学官の連携を推進し，総
合的なバイオ研究拠点を形成するとともに，新規産業の創出，産業技術の高度化並びに地域産業の振興及び発展に寄
与することを設置目的としており，今後も引き続き，設置目的に合致した効果的な事業推進に努めることを期待する。

総 合 評 価 （ 所 見 ）

配置人員の能力向上対策
職員の接遇研修等を年１回
以上実施

適切に実施

随時実施

設置目的に合致したサービ
ス提供

指定管理者独自の知識・技
術を生かし，施設設置目的
に合致した事業実施

適切に実施

概ね適切に実施

協定書・業務仕様書に定め
る事項の遵守

協定書・業務仕様書に定め
る事項の遵守

清掃，警備等の適切な実施
適切な回数の清掃と必要な
形態での警備体制確保

適切に実施


